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難かった。期間の ２ / ３ を過ぎた頃には，帰りを思うと，彼らと離れるのが早くも寂しく感じてしまうほど
だった。帰国前には，彼らにお礼を兼ねて，手巻き寿司とお好み焼き，ぜんざいを用意して日本食パーティー
をしたり，焼き菓子を作って，日本からのグッズと合わせてプレゼントしたりして，感謝の思いを伝えよう
と工夫した。彼らもとても喜んでくれた様子だった。あっという間の ３ 週間を終えて，マレーシアを離れる
時，本当に寂しくて辛かった。彼らとこれからもコンタクトを取ろうと約束して，マレーシアを後にした。
４ ．実習を終えて
　マレーシアでの ３ 週間は本当にすばらしく，自分
にとってこんなにもいい実習ができたことが，振り
返っても夢の様だった。実習を通して，様々なこと
を思ったが，私が一番感動したのは，やはり彼らの
人柄の良さだった。私は，今まで，日本人ほどホス
ピタリティの精神にあふれる民族はいないのではな
いかと思っていた。おもてなし文化とも言われるよ
うに，資源のない日本がここまで世界の中で成長で
きたのは，あらゆる物事に対して，どの国の人より
も，丁寧で誠実であったことが大きいと思ってい
た。しかし，今回，マレーシアの現地学生と関わっ
て，彼らの他人に対する心遣い，医学に対する真摯
さに触れ，自分の了見が狭かったことを痛感した。日本が今後も世界の中で通用し続けるためには，日本人
の持っているそういった精神をさらに伸ばし，文化を大切にし，努力し続ける必要があると感じ，自分自身
ももっと成長していかなければならないと実感した。
